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がまだす隊がリフレス散策

YMCAとともに歩んだ��年
大学�年生、��歳にして「もうすぐYMCA歴��年」と語る「いるか

リーダー」こと三島琉偉さん。ながみねファミリーセンターでのこど
もスポーツスクールの指導や東部グローバルコミュニティプラザで
不登校の子どもたちを支援する「ぷらっとほーむ」でのボランティ
ア、ユースボランティアリーダーを取りまとめる「熊本YMCAオール
リーダー会」の役員などを担っています。

YMCAとの出会いは「まったく記憶にない」という生後��カ月の
頃。親子で参加する水泳教室や体操教室を経て、体育英語幼児園に入園。そ
の後も水泳教室や体操教室に通い、中学�年生まで続けます。高校での�年間
は部活で体操競技をしながら可能な日はリーダーとして子どもたちと関わ
り、大学入学後に本格的なリーダー活動を始めました。
　三島さんにとって、YMCAの先輩リーダーや職員は「自分の人生に大きな影
響を与えてくれた存在」なのだそう。「小学校�、�年生の頃、自分でも理由は覚
えていないけれど、友だちとうまくいかなかったり、学校に行きたくなくなった
り、ふさぎ込んでいた時期がありました」。
そんな三島さんを支えたのが当時、体操を
教えていたリーダーなのだそう。「クラスが
終わった後も気にかけてくれているのを感
じて、次第に体操が楽しくなり、少しずつ前
を向けるようになったんです。私がリー
ダーたちに憧れをいだいたように、子ども
たちや後輩のリーダーに憧れられるリー

ダーになりたい。自分が担当する子どもたちから一緒に活動できるリーダー
が生まれてきてくれたら」と夢を語ります。

また一歩成長できた
YMCAについて「多種多様な人との関わりを通して、成長させてもらってい

る」と語る三島さんは、�月に開催された「熊本YMCA定時会員大会」で副実行
委員長を務めました。大会は、熊本YMCA本館／グローバルコミュニティセン
ターと阿蘇のサテライト会場をオンラインでつなぎ、YMCAのボランティア会員
ら���名以上が参加。三島さんはその準備段階から関わり、当日は総合司会
を務めます。「いい機会だと思った」と引き受けたものの、「自分でいいのか
な」という思いもあったそう。大会は金曜日の夜��時半スタート。普段から
リーダー活動で人前にでることに慣れていたはずの三島さんですが…。「��
時半を指す時計を見た瞬間、緊張感が高まりました。リーダー会の時に発言
する相手は同じ大学生ばかりなのに、『今日はスーツを着た人がいっぱいい
る』と思って。昔、体操や水泳を教え
てもらっていたリーダー（YMCA職
員）たちもスーツを着ているし、知
らない人もいっぱいいて…」。しか
し、周りから見ると、堂々とした司
会っぷり。大役を終えた今は、「楽し
かった。やってよかった。また一歩成
長できたと感じました」と笑顔を見
せます。

豊かな社会を目指して
今後の「野望」を尋ねると三島さんはこう答えました。「YMCAは『互いを認

め合い、高め合う「ポジティブネット」のある豊かな社会を創る』と謳っていま
す。オールリーダー会で研修を重ねて、リーダー�人ひとりがなんのために
YMCAで活動しているのかを考え、YMCAや地域がよりよくなっていくために皆
で行動していきたい」。

大学では、居住環境学を専攻し、地球環境や街づくり、SDGsについて学ん
でいるという三島さん。その進路を選んだきっかけもYMCAにありました。

「YMCAでいろんな立場や年齢層、国籍の方と関わる中で、障がいがあろうが、
国籍が違っていようが、すべての人が住みやすい住環境をつくりたいと思った
んです」。大学卒業後は関東や関西など、県外での就職を予定していますが、
いつかは熊本に帰ってくる、と宣言しています。「生まれ育った熊本で農地が住
宅地にかわっていたり、海外企業の進出があったり、様々な変化がある中で、
環境を守りつつ地球とどう一緒に生活できるか。自然豊かな熊本だからでき
ることがあるはず。もちろんYMCAにも関わり続けます」そう力強く語る三島さ
んは、YMCAが目指すポジティブネットのある豊かな社会づくりを、自らの歩み
の中で体現してくれることでしょう。
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熊本YMCAユースボランティアリーダー　三島 琉偉 さん

定時会員大会でユースボランティアリーダーの活動を
紹介する三島さん

YMCAに通う幼少期の三島さん
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�月��日（金）、����年度熊本YMCA定時会員大会を開催しました。熊本
YMCA本館／グローバルコミュニティセンターを本会場とし、サテライト会場
としてYMCA阿蘇キャンプをオンラインでつなぎました。両会場あわせて、
���名の会員が参加。第�部礼拝では、「世の光、地の塩」と題し、日本アッセン
ブリーズ・オブ・ゴッド教団希望ヶ丘キリスト教会牧師の本堀秀一さんによる
奨励が行われました（�面に掲載）。第�部表彰式では、会員在籍��年、��年、
��年、��年、��年の皆さんがそれぞれ紹介され、表彰状と記念品が会長の吉
本貞一郎さん、総主事の伊藤眞太郎さんから手渡されました。表彰者を代表
して、��年表彰の堤弘雄さんから挨拶がなされました。

第�部報告会では、総主事の伊藤眞太郎さんが昨年度の事業報告、収支決
算報告、及び監査報告、今年度の事業計画及び収支予算について報告。また、
今年度は常議員の改選に伴い、常議員紹介がなされ期待の拍手が送られま
した。

第�部のグループディスカッションでは、グループに分かれ、「～共有・共感・
共同～YMCAの仲間（会員）を増やすために私たちができること」というテー
マで、「YMCAでよくなったこと（経験）」等について意見交換を行いました。

終了後には、ユースボランティアリーダー主導のもと、歌を出席者全員で歌
い、実行委員長の北條将人さんの挨拶で閉会しました。

仲間を増やすためにできること 熊本YMCA定時会員大会を開催

グループディスカッションの様子第�部報告会

第�部礼拝

��年表彰の堤さん

熊本YMCAの会員代表である常議員につ
いて、��名の新常議員候補者の選出が行わ
れました。定時会員大会での信任投票の結
果、継続の皆さんを含め、��名が常議員と
して決定しました。

麻生 尚哉 伊藤 七海 内村 忠生 ○ 小川 祐一郎 小泉 嗣 ○ 田北 康一郎 ○

堤 泰之 ○ 中村 英之 ○ 中村 陽志 ○ 西 章男 林田 博文 ● 日野 充裕 ○

福嶋 義信 ○ 藤田 香織 北條 将人 本田 節子 本堀 秀一 前田 香代子
松田 誠一 眞西 優治 三上 充 水元 裕二 ● 森嶋 道 森 博之 ●

森 律子 ○ 両　 彰則 山本 明子 ○ 吉岡 久美 吉村 千恵 吉本 貞一郎
伊藤 眞太郎     　     （敬称略）

常議員信任投票報告
● 再任　 ○ 新任

新しく常議員に
就任された皆さんを
紹介します

New
初めての常議員で
すが 、自分 の 経 験
が生かせるといい
なぁと思ってます。

田北 康一郎さん
むさしGCC運営委員会

せっかく頂きまし
たチャンスを生か
し、世のため人のた
めY M C Aのため努
力します。

内村 忠生さん
みなみGCC運営委員会

これまでの経験知
を 活 か し 、熊 本
YMCAの運営・活動
に貢献したいと考
えています。

�月��日（木）、新常議
員を含めた新体制で開
催した第���回常議 員
会で、新任の皆さんに委
嘱状が授与されました。

林田 博文さん
本館／GCC運営委員会

初めての役割に心
落ち着きませんが
…よろしくお 願い
いたします。

森 律子さん
ICR・メンバーシップ委員会

何も分からず、これ
からの私ですが、若
い方たちの思いに
応えていきたい。よ
ろしく。

中村 英之さん
学校運営委員会

まだまだひよっ子
ですが 、故 郷 熊 本
愛は誰よりも持っ
ているつもりです。

山本 明子さん
本館／GCC運営委員会

社会に今まで以上
に 必 要 と さ れ る
YMCAになるように
協力していきたい。

水元 裕二さん
幼稚園運営委員会

�年振りに帰ってき
たら副議長の大役
を仰せつかり身が
引き締まる思いで
す。

森 博之さん
リソース推進委員会

大きな「育」の現場
の中で、自らも学び
成長する常議員を
目指します。

小泉 嗣さん
幼稚園運営委員会

専門学校建築科の
卒 業 生 です 。子ど
もたちが幸せに生
きる未来の為に頑
張ります。

堤 泰之さん
学校運営委員会

地域に必要とされ
るYMCAとなるよう
に、少しでも働くこ
とができれば幸い
です。

日野 充裕さん
東部GCP運営委員会

Go！Go！の��歳に
なりました。私のす
べきことを最善を
尽くして。

中村 陽志さん
みなみGCC運営委員会

保育団体の役員活
動 を卒 業 、お 声 か
けいただきました。
恵みと導きに感謝
します。

福嶋 義信さん
むさしGCC運営委員会



「隣人」として祈るということ
私が原稿を書いている今日は、�月�日――

YMCAの創立記念日として知られています。
����年、ロンドンでジョージ・ウィリアムズとい
う青年が仲間と共に、祈りと行動の共同体を立
ち上げました。やがてそれは「YMCA」という名
で世界に広がりました。

先日、「平和の礎」に関する報道を目にしまし
た。この碑には、国籍や立場を超えて、沖縄戦で
命を落としたすべての人々の名が刻まれてい

ます。日本人だけでなく、アメリカ、朝鮮半島・台
湾の人々も含まれ、軍人か民間人かの区別も
ありません。そこにあるのは、どの命も等しく尊
ばれるという、祈りのまなざしです。

聖書には「善きサマリア人」のたとえ話があ
ります。道に倒れていた男を、宗教的・社会的に
高い立場の人々は見て見ぬふりをしました。手
を差し伸べたのは、当時差別されていたサマリ
ア人でした。イエスは最後にこう語ります。

「行って、あなたも同じようにしなさい。」
この物語が私たちに投げかけるのは、「誰の

隣人になるのか」という問いです。国籍でも、信
条でも、文化でもない。苦しむ人のもとへ近づ
こうとする者こそが、隣人なのです。

��世紀、イタリアの戦場で、静かにこの問い

に応えたアンリ・デュナンという男がいました。
彼は、戦闘の中で倒れた兵士たちに、敵味方を
問わず手を差し伸べました。その経験は赤十
字運動の原点となり、彼は世界で最初のノーベ
ル平和賞を受賞します。実はデュナンは、YMCA
世界同盟の創設にも携わった人物の一人で
す。キリスト教の信仰と実践が結ばれるところ
に、彼のまなざしも確かにあったのです。

「誰かの隣人になる」ということは、日々の姿
勢に表れます。目立たないかもしれませんが誰
かを想い、心を寄せるその一歩が、今日もどこ
かで、小さな希望を生み出しています。

����年にロンドンではじまった歩みの輪は、
いまもなお、時代を越えて人と人をつなぐ力と
して、静かに広がり続けています。
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ぶどうの木体育英語幼児園　上村智美

「花の日」はアメリカ発祥の教会行事
です。毎年�月の第�日曜日がその日にあたります。
みなみグローバルコミュニティセンターで活動する

「ぶどうの木体育英語幼児園」は、地域の皆さんに
感謝の気持ちを込めて毎年お花を届けています。

今年の�歳児バンビクラスは熊本の安全を守る南
警察署の皆さんに感謝の気持ちを伝えるため訪問

しました。家庭から持ち寄ったお花や手作りのプレ
ゼントを感謝の言葉と讃美歌「この花のように」と
共に贈りました。

警察署の職員から事故に遭わないよう「とまと」
のお約束や誘拐などの危険から身を守る「いかの
おすし」のお約束を教えられ、園児たちは真剣に話
を聞いていました。しっかり学んだご褒美にパト
カーとの記念撮影だけでなくお土産もあり、園児た
ちは大喜びでした。

ユースボランティアリーダー　田中来実

�月�日（日）に熊本YMCAオールリー
ダー入会式が開催され、��名のユースボランティア
リーダーが参加しました。初めに、自己紹介の場を
持ち、名前や所属だけでなく、今の気持ちを漢字�
文字で表現しました。楽しみの｢楽｣や緊張の｢緊｣な
どそれぞれの想いに耳を傾ける時間をとりました。

午前中は、熊本YMCA総主事の伊藤眞太郎さん
によるリーダー研修会が行われました。｢リーダー

とは何か｣｢私たちは何のために生きているのか｣に
ついて考え、グループで話し合いました。全体で共
有するという活動を通して、他のリーダーの熱い想
いを知る機会となりました。

昼食後は、レクリエーションなどを通して交流を
深めることができ、とても有意義な時間となりまし
た。午後の式典では、ユースボランティア委嘱状が
リーダー一人ひとりに手渡されました。これから�年
気を引き締めて頑張ろうと思いました。

ユースエンパワーメント　オールリーダー入会式を開催

ぶどうの木体育英語幼児園　熊本南警察署を訪問花の日

YMCAフィランソロピー協会事務局　作本達朗

�月� �日（金）、YMC Aフィランソロ
ピー協会が「第��回チャリティボウリング大会」を
ボウリング王国スポルト熊本店で開催。�つの企
業・団体から��チームが参加しました。

本大会の益金は、海外にルーツを持つ子どもた
ちの支援に用いられます。開会式では、益金を送る

「NPO法人外国から来た子ども支援ネットくまも
と」の副理事長の畠山真一さんから「様々な困り感

を持つ子どもたちがたくさんいます。ありがたく用
いさせていただきます」と挨拶がなされました。始
球式では、昨年の優勝チームかつハイスコア賞を
獲得した参加者が、見事ストライクを決めました。

ゲームは�チーム�名で�ゲーム行い、その合計得
点で競います。ストライクを出すごとに、���円の募
金をするチャリティストライクや抽選会も実施。第
��回大会の優勝チームは、肥後銀行から出場の

「肥後銀行➁」。上位�位以外にも飛び賞が設けら
れ、本大会は大いに盛り上がりました。

子どもたちのために　チャリティボウリング大会を開催社会貢献

ユース

熊本YMCA 総主事 伊

ナ Vol.4

藤眞太郎

 いしじ
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何事も愛をもって行いなさい
コリントの信徒への手紙― ��章��節

熊本YMCAの使命

▲
公式LINE

共に生きる社会　生涯学習の推進　ボランティア活動
地球環境の保全　ウエルネス活動　平和な世界

�月は熊本ワイズメンズクラブの創立��周年記
念の例会を行いました。国内外から���名の参加で
した。熊本ワイズメンズクラブは九州で最も歴史の
あるクラブで、各方面に寄付や広範囲のボランティ
アも行ってまいりました。毎年、海外では韓国大邱
クラブと日韓交流を、国内では熊本県立盲学校と
ポニーキャンプを、YMCAを支援することで実行して
きました。今後もじゃがいもファンドの資金でYMCA
と共存共栄で社会貢献を行ってまいります。又、活
動の露出度を上げ、一般市民にも応援していただ
けるクラブにしたいと思います。

ワイズメンズクラブ国際協会はYMCAをサポートするボランティアの人々によ
る世界的な奉仕団体です。熊本県内に��のクラブがあります。今号からリレー
コラムでワイズメンズクラブのことをご紹介します。

YMCAとワイズメンズクラブの共存共栄

熊本ワイズメンズクラブ　津末 啓二

ワイズメンズクラブ
リレーコラム 新連載

日
本
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
教
団
希
望
ヶ
丘
キ
リ
ス
ト
教
会

本
堀 

秀
一

■日 日時     ■場 会場     ■内 内容     ■費 参加費     ■定 定員     ■条 参加条件     ■持 持ち物     ■対 対象      ■催 主催     ■締 締切     ■申 申込     ■問 問合せ    ■他 その他

企業
×

つながり

セミナー ＆ 企業交流会
外国籍人材との共創が導く
持続可能な組織

企業と企業人の社会貢献を推進するYMCAフィランソロピー協会が
セミナー ＆ 企業交流会を開催します。海外企業の進出や人材不足な
ど、熊本の企業を取り巻く環境が変化する中、外国籍人材が活躍する
企業として注目される「九州教具株式会社」の事例から学び、外国籍
人材との共創が導く持続可能な組織について考えましょう。セミナー
終了後は、異業種の企業人同士が語り合う企業交流会も実施します。

■日 �月��日（金） ※要申込み
フィランソロピーセミナー
 時間 ��:��～��:��（受付��:��～）
■場 熊本YMCA本館／グローバルコ
ミュニティセンター（熊本市中央区
段山本町�-�）
 講師 九州教具株式会社 
代表取締役社長 船橋修一さん
■費 無料

企業交流会
 時間 ��:��～��:��（受付��:��～）
■場 ビュッフェレストランぎんなん（城彩苑内）
※名刺をご持参ください。 ※プレゼント交換（���円程
度）があります。ご準備ください。
■費 �,���円

■定 各��名
■問 YMCAフィランソロピー協会事務局 
Tel ���-���-����

詳細・お申込みはこちら▶

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書  
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あ
な
た
が
た
は
地
の
塩
で
あ
る
︒だ

が
︑塩
に
塩
気
が
な
く
な
れ
ば
︑そ
の

塩
は
何
に
よ
っ
て
塩
味
が
付
け
ら
れ

よ
う
︒も
は
や
︑何
の
役
に
も
立
た
ず
︑

外
に
投
げ
捨
て
ら
れ
︑人
々
に
踏
み
つ

け
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
︒ 

あ
な
た
が

た
は
世
の
光
で
あ
る
︒山
の
上
に
あ
る

町
は
︑隠
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒ 

ま

た
︑と
も
し
火
を
と
も
し
て
升
の
下
に

置
く
者
は
い
な
い
︒燭
台
の
上
に
置

く
︒そ
う
す
れ
ば
︑家
の
中
の
も
の
す

べ
て
を
照
ら
す
の
で
あ
る
︒そ
の
よ
う

に
︑あ
な
た
が
た
の
光
を
人
々
の
前
に

輝
か
し
な
さ
い
︒人
々
が
︑あ
な
た
が

た
の
立
派
な
行
い
を
見
て
︑あ
な
た
が

た
の
天
の
父
を
あ
が
め
る
よ
う
に
な

る
た
め
で
あ
る
︒

世
の
光
︑地
の
塩

﹁
あ
な
た
方
は
地
の
塩
で
あ
る
﹂︑

﹁
あ
な
た
が
た
は
世
の
光
で
あ
る
﹂︒

こ
の﹁
塩
﹂と﹁
光
﹂に
は
異
な
る
性
格

が
あ
り
ま
す
︒

﹁
光
﹂は
目
に
見
え
る
働
き
と
い
え

ま
す
︒困
難
の
中
で
苦
し
む
人
へ
の

目
に
見
え
る
働
き
︑ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
れ
︑支
援
活
動
で
あ
れ
︑世
界
が

必
要
と
す
る
︑﹁
愛
と
平
和
﹂を
実
現

す
る
営
み
は
み
な﹁
光
﹂の
働
き
と
い

え
ま
す
︒

塩
は
光
と
違
い
ま
す
︒塩
は
そ
の

姿
を
消
し
て
見
え
な
く
な
る
こ
と
で

塩
と
し
て
の
働
き
を
し
ま
す
︒部
屋

の
中
で
誰
に
も
知
ら
れ
ず
に
他
者
の

た
め
に﹁
祈
る
﹂よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
︒誰
の
目
に
も
見
え
な
い
︑し
か
し

そ
の
祈
る
働
き
に
よ
っ
て
︑祈
ら
れ

る
人
が
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
︒例
え
ば
募
金
活
動

な
ど
も
そ
れ
に
入
る
で
し
ょ
う
︒

 

無
数
の
人
の
助
け
に
よ
り
︑今
私

た
ち
は
こ
こ
に
い
る
は
ず
で
す
︒私

た
ち
も
塩
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い

る
の
で
す
︒こ
の
よ
う
に
匿
名
化
さ

れ
た
働
き
が﹁
塩
﹂の
役
目
な
の
で
す
︒

こ
の
光
と
塩
は
対
極
に
あ
り
ま
す

が
︑共
通
の
意
味
合
い
も
持
っ
て
い
ま

す
︒そ
れ
は
イ
エ
ス
の
言
葉
に
よ
っ
て

人
々
が
新
し
い
人
生
を
踏
み
出
し
た

よ
う
に
︑﹃
人
を
生
か
す
﹄と
い
う
働
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

私
た
ち
の
働
き
は
単
に
手
助
け
す

る
だ
け
で
な
く
︑そ
の
先
を
見
据
え
た

働
き
だ
と
思
い
ま
す
︒私
は﹃
見
つ
か

る
︒つ
な
が
る
︒よ
く
な
っ
て
い
く
︒﹄

と
い
う
言
葉
が
大
好
き
で
す
︒こ
れ
ら

は
全
部
︑生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
く
か
ら
で
す
︒見
つ
け
る
た
め
に
︑

つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
に
︑そ
し
て
今

よ
り
良
く
な
っ
て
い
く
た
め
に
︑サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
が
︑私
た
ち
の
働

き
だ
と
い
う
こ
と
で
す
︒そ
れ
が
結
果

的
に
そ
の
人
の
人
生
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
︒


